
歴代記録の登録と活⽤  

⽇本記録や⼤会記録などの歴代記録を予め登録しておくことで、画⾯表⽰や各種印刷物などに表⽰・印字
することができます。また、記録⼊⼒終了時に新・タイ記録コメント付け忘れ防⽌のための確認機能も使
⽤することができます。 

１．競技マスターへの設定⽅法 

競技マスターに歴代記録を設定します。 
１）【マスターメンテナンス】－【５．競技マスター】を起動します。 
２）競技を選択すると、画⾯の⼀番下に「ヘッダ・エリア」と「記録・エリア」が表⽰されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名称 機能 ⽤途
ヘッダ・ 
エリア 

歴代記録の詳細な説明⽂章 
最⼤ 9 ⾏（件）登録可能 

印刷物のヘッダ部分や画⾯のヘッダ部分などに印字・表⽰

記録・ 
エリア 

画⾯表⽰⽤ 
記録のみ（値のみ） 
最⼤ 7 個（種類）登録可能 

⼤型映像表⽰の右上に表⽰される歴代記録、記録⼊⼒完了
終了時のお知らせ機能に使⽤ 

 
 
記録・エリアの表⽰ 
 
 
 
 
 
 
ヘッダ・エリアの表⽰ 
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▼ヘッダ・エリア 
【マスターメンテナンス】－【３．固定情報マスター】－「14 出⼒⽤歴代記録コメント」に登録され
ている「No.」の欄の数字をヘッダ・エリアの「No.」の欄に⼊⼒することで呼び出すことができます。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「No.」の欄に「9999」と⼊⼒するとリストが表⽰され、そこから選択することも可能です。 
また【Delete】キーで削除することができます。 
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▼記録・エリア 
【マスターメンテナンス】－【３．固定情報マスター】－「17 画⾯表⽰歴代記録ヘッダー」に登録さ
れている「データ」の欄の両端を半⾓括弧「()」で挟んだ 2 桁の ID について競技マスターで登録で
きるようになります。 

○︓(NR)、(GR)、(CR)、(AR)、(PR)、(JR) など 
×︓(U18)、(HJR) など 3 桁以上の ID のもの 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トラック競技の記録は「0:00:00.00」の形式、フィールド競技の記録は「000m00」の形式、 
混成競技総合得点の記録は「00000 点」の形式、ロードレースの記録は「0:00:00」の形式 
で登録します。 
 
３）登録（⼊⼒）完了後は【更新】ボタンを押すまたは【Ctrl】＋【S】キーを押して保存して下さい。
 
＜注意＞サーバーを使用したネットワーク状態でこの作業を実施した場合には【マスターメンテナンス】－

【７．マスターコピー】を使いサーバーへマスターの更新（アップ）が必要です。さらに、各クライアント端末では

【記録エントリー】－【３．マスターコピー】からマスターの取得が必要です。 
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２．歴代記録の活⽤ 

▼⼤型映像表⽰への表⽰と表⽰順の変更 

⼤型映像表⽰のリスト表⽰時に画⾯右上に表⽰される歴代記録は「記録・エリア」が元になっていま
す。ここから表⽰することのできる記録の個数は、各地の⼤型映像表⽰盤のサイズ等により 1 個、2 個、
3 個と異なっています。そのため、複数種類の歴代記録を登録している場合には厳選して表⽰させる必
要があります。その場合、通常は「記録・エリア」の左側に登録されているものから順に表⽰されます
が、表⽰したいものとその順番を指定することも可能です。 

■表⽰順を指定しない場合 

 

 

 

←NR、GR の順に表⽰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■表⽰順を指定した場合 

 

 

 

←指定した GR、NR の順に表⽰
 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定⽅法は「1」「2」「3」の順に半⾓数字を「表⽰順序→」のエリアに⼊⼒します。 

登録後は必ず【更新】ボタンを押すか【Ctrl】＋【S】キーで保存し、ネットワークの場合にはマスター
コピーが必要となります。 
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▼新・タイ記録お知らせ機能 

記録⼊⼒終了時に、そのレースに予め設定された歴代記録を上回る記録が含まれていて、まだコメン
トが付けられていない場合に新・タイ記録お知らせ機能が⾃動的に働きます。 

この表⽰が出た場合にはそのままレースを完了終了せずに、⼀旦キャンセルして再度記録を確認して
下さい。 

 

記録・エリアに「NR」=「9.95」、「GR」＝「10.22」と設定しておくと、 
 
 
 

 
記録⼊⼒完了終了時に、記録が上回っていてかつまだコメントが付けられていない場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新記録の可能性がある（処理し忘れではないか）確認のメッセージが表⽰されます。 
 
 
 
 
 
 
 

完了終了を中⽌（戻って確認）する場合・・・【キャンセル】ボタン 
そのまま強⾏（完了）する場合・・・【OK】ボタン 
 
＜メモ＞対象者でない場合にも表示は出ます 

例えば、選手権時に U20、U18 相当の記録、日本選手権時に外国人選手が日本記録を超えた場合など記録

を上回ってもその選手が対象者ではない場合があります。その場合もこのメッセージは表示されますが、対象

者ではないと確認できれば表示は無視して完了終了して問題ありません。 
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３．歴代記録もとデータの作成 

①ヘッダ・エリアの情報については、【マスターメンテナンス】－【３．固定情報マスター】－「14 出
⼒⽤歴代記録コメント」から 1 件ずつ⼊⼒することで登録することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
②「14 出⼒⽤歴代記録コメント」は【ファイル】－【エクスポート】から任意の名前をつけて CSV 形
式で出⼒することができます。このデータを Excel 等表計算ソフトで加⼯し、加⼯したファイルを【フ
ァイル】－【インポート】から⼀括で読み込ませることができます。 
▼エクスポートしたファイルのサンプル（表計算ソフトで開いた場合） 
＜形式＞１⾏ 1 セル内に表⽰したい⽂⾔をスペース区切りで⼊⼒ 
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③競技マスター画⾯から【ファイル】－【エクスポート（CSV）】で任意の名前をつけて CSV 形式で出
⼒することができます。このデータを Excel 等表計算ソフトで加⼯し、加⼯したファイルを【ファイ
ル】－【インポート(CSV)】から⼀括で読み込ませることで、⼀括して歴代記録の No.もセットされ、
固定情報の「14 出⼒⽤歴代記録コメント」にもデータがセットされます。 
▼エクスポートしたファイルのサンプル（表計算ソフトで開いた場合） 
●ヘッダ・エリアの内容＜項⽬ ID＝T1〜T9＞ 
 形式︓１⾏ 1 セル内に表⽰したい⽂⾔をスペース区切りで⼊⼒ 

 
●記録・エリアの内容＜項⽬ ID＝R1〜R7＞ 
 形式︓数字 5 桁〜7 桁（0 始まりの場合桁崩れの恐れがあるため頭に「R」を登録しても認識する）
トラック競技の記録 電気計時 7 桁 

「0000995」または「R0000995」=9 秒 95 
「0010134」または「R0010134」＝1 分 01 秒 34 
 注意︓「0006134」ではお知らせ機能は動作しません 
    60 秒を超える記録は 1 分の形式で⼊⼒して下さい 
⼿動計時 6 桁 
「004256」または「R004256」=4 分 25 秒 6 

フィールド・混成競技の記録 5 桁 
「00942」または「R00942」=9m42 
「06543」または「R06543」=6543 点

道路競技の記録 5 桁 
「20210」=2 時間 02 分 10 秒
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●記録・エリアの表⽰順の設定＜項⽬ ID＝J1〜J7＞ 
空⽩の場合左側から順に表⽰。 
「1」「2」「3」などと半⾓数値を指定した場合、その順番に表⽰する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※注意１ 
競技マスターのインポートを実施すると固定情報の「14 出⼒⽤歴代記録コメント」の内容が
インポートした内容に書き換わります。データは競技マスターの上からの順番で No.0 から
順番に間を詰めてセットされます。 
もし「14 出⼒⽤歴代記録コメント」を個別に作製していた場合にはその内容と異なる順番に
書込されるため注意して下さい。 
※注意２ 
競技マスターを CSV 出⼒した際に、競技の上からの並び順や競技コードは変更しないで下
さい。ここまで作成しているデータが壊れる恐れがあります。


